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住民の代表として尽力

故 阿 部  金   一 さん
きん いち

(大浦・８１）
水産業振興功労

（元県漁業共済組合副組合長）

正六位・旭日双光章

秋の叙勲

船 越  光   政 さん
みつ まさ

(船越・７１）
郵政事業功労（元特定郵便局長）

瑞宝双光章

高齢者叙勲

福 士  健   次 さん
けん じ

(織笠・８８）
教育功労（元公立小学校長）

瑞宝双光章

高齢者叙勲

 々木  長 
ちょう

  榮 さん
えい

(山田・８８）
地方自治功労（元町議会議員）

旭日単光章

正六位

　正六位が贈られた

故  湊   五   郎 さん
ご ろう

(境田町・８３）
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秋の叙勲

武    清  
せい

 吉 さん
きち

(北浜町・７２）
農業振興功労（元農業委員会会長）

旭日単光章

町漁業界の中心的役割

生徒の健全育成に心砕く 関口児童館の設立を提唱

新巻きサケ宅配便を推進 農業委員会委員務め２８年

　元町議会議員で旭日双光章

を受けている故湊五郎さんに、

このほど叙位として正六位が

贈られました。湊さんは、昭

和４２年４月、町議会議員選挙

で初当選。この間、建設常任

委員会委員長、総務常任委員

会委員長、同副委員長を歴任

し、８期３２年にわたり、地域住民の代表として力を尽く

されました。湊さんは７月２７日に逝去されました。ここ

に生前の功績をたたえ、ご冥福をお祈りします。

した。また、県漁業協同組合連合会理事をはじめとした県

内系統団体の要職を務め、水産業の振興に大きく貢献され

ました。ここに生前の功績をたたえ、ご冥福をお祈りします。

　１０月１３日に逝去された元県

漁業共済組合副組合長の阿部

金一さんに、死亡叙勲として

正六位・旭日双光章が贈られ

ました。阿部さんは昭和３１年

大浦漁業協同組合に入職。

５８年組合長に就任し、町漁業

界の中心的役割を果たされま

徒と向き合うことに心を砕き、学力の向上と心身の健全

育成に力を注いだ福士さん。「このような栄誉をいただ

き、光栄に思います」と話していました。

　福士さんは戦後間もない昭

和２２年、教職に就かれました。

以来、町内をはじめとした各

小中学校を歴任し、５６年に退

職するまでの３３年間にわたり

教育の振興に尽力されました。

在任中は、生徒一人一人の状

況を把握することに努め、生

務めるなど、地域のために力を尽くされました。 々木

さんは「大変名誉なことで、ありがたいと思っています」

と受章の喜びを話していました。

　 々木さんは、昭和３８年に

地域住民の代表として町議会

議員に初当選。以来、５０年４

月までの３期１２年間にわたり

地方自治の発展に尽力されま

した。また、児童館の必要性

を提唱し関口児童館の設立に

携わり、設立後は同館館長も

長に就任され、共済組合事業の円滑な運営に尽力されまし

た。武 さんは「光栄なことで恐縮しています。今後も農業

発展のため、微力ながら力を尽くしたい」と話していました。

　武 さんは、昭和５５年から

現在まで２８年にわたり町農業

委員会の委員、平成１０年から

１９年まで同会会長を務め、農

業の振興と発展に力を注いで

こられました。また、平成２年

には宮古地域農業共済組合の

理事、１４年には同組合の組合

上げにつなげました。受章について「内助の功をはじめ、

皆さんに支えられてのことです。わたしにかかわってく

ださった皆さんに感謝します」と笑顔で話していました。

　船越さんは昭和３５年郵便局

に入局。４５年から船越郵便局

長を勤め平成１５年に退職する

まで４３年間にわたり郵政事業

の発展に努められました。ま

た、宅配便に押される状況を

見かねて新巻きサケの宅配便

を推進。５万個を超える売り


